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昇華 し銀綿の触媒を通 してSZNaに分解 し,S2N2の単結晶を気相成長させる。SzNz単結晶を真空中,
室温で十数 日間放置しておくと固相重合して(SN)x単結晶ができる。(SN).x単結晶の大 きさはS2N2
単結晶の大 きさで決まり,数mln角のものができる。1)形状は図1のSEM写 真に示すように繊維状にな
り,繊 維の方向が'b軸であり直鎖の方向と一致している。 単結晶の反射光は金色をして澄 り,薄膜の
透過光ぱ濃 い青色で・ある。また強




れ より長波 長の光 は反射 され,短
波 長の ものは透過 す る,ま た電界
がb軸 と垂直方向では約800エ1Tt1










































抵抗の傾 き,を 導入 し12S`。C(T十B)/c=1/x(θ,
Cは局在 ス ピン密度に関係 した定数,xは 帯磁率)と
して,ε一%と温度Tの 関 係はキュリー ワイス則 で表わされ



















図2.b軸 方 向 の 電 気 抵 抗 の 温 度
依 存 性T2・2～2・3は
carrierのumkユa:PP






























ス ピンの存在 と負 性磁気抵抗 を関連づけて いる40)
(SN)xの場 合 も同様の操作 を行な うことがで きる50)
つま り先に述べた抵抗極小及び負の磁気抵抗は密接
に関連 した現 象であ り,少 な くとも低温 ではfree
carrierが 局在ス ピンにより散乱され てい るこ
とは否定で きない。局在ス ピンがどのよ うな形 で存
在 してい るのか今の ところ明 らかではない。 しかし
その原因 として不純物,格 子欠陥(あ るいは(SN)z
鎖の切断端)な どが考えられ るが,例 えば(SN)x
単結晶に γ線を照射 することによって,ま た部分的
































な るこ となどか ら主に後者に因 るもの と考えている。 もし低温域でのcarrie:r散乱が局在ス ピンに
依存す る ものであれば,7'cは局在ス ピンに敏感で あるか ら,(SN)xそ の ものの7cは 意外 と高いか
も知 れない。
磁気抵抗効果の実験 は(SN)xの フェル ミ面に関す る情報を得るのが主 目的で ある。 しか し残念なが
ら今の ところ図2に 示す よ うに低温 での残 留抵抗が大 きく,強 磁場 下の条件(¢cτ>1)が 満 されて.
瞳 い(現鶴 られてい撮 大の・・τは△%。 ～(・、τ)・として α16殿 である).よ り高醐 で
実験を行 うことは勿論であるが,緩 和時間 τを長 くす るの も一つの方法 である。残留抵抗 のない高純 度
の試料が得 られたとすれば,簡 単な試算で20→1.6K:の温度範囲で抵抗 は更に2桁 以上減少す る筈で
ある,即 ち,τ は2桁 以上大 き くな りの。τ》iの 条件は実現 され量子 磁気効果(例 えばd.eHaa,s-
v'a,nAユ:phenあるいはdeHa,asShubnユkov効 果)の 測定 も可能 と考え ている。また(Smκ
の高純 度試料 を用いての研究は前述の7cと の関連 もあり残 された課題 の一つ と言 えよう。現在,高 純
度(SN)xの 合成 を試 みてお り,磁 気量子効果,defeG七 の問題,更 に3He-4ヨe希 釈冷凍機 にょ
る極低温域での物 性研究 を行なっている。
この研究を遂行す るにあた り御指導 を賜わった山本純 也助手,吉 野勝美助教挽 犬石嘉雄教授 に心か
ら感謝 します。
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